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＜連絡事項＞
・本日の村上Drの診察はありません。明日の9：30に診察となります。

＜患者様連絡事項＞
・鈴木　勝彦様～青明舎山内氏、安田PSW、風間Ns、本人と自宅アパートにて退院前訪問指導実施。よこまちストアの丁度裏手にあるアパートで病院から徒歩で移動。部屋は2階。移動中特にふらつきや疲労感訴えなし。
室内では物が散乱している。母親と見られる仏壇があり。創価学会の書籍が棚に並ぶ。炊飯器には米が炊かれた状態のまま入っていた。冷蔵庫を開けると異臭が立ち込め、中に入っていた卵をはじめほぼ全て腐敗している。燃えるゴミとして袋に入れその後の処分についてはサンライフに相談することとした。借金の残額については本人も正確な額は把握していない様子。退院後については本人は「自宅に戻りたい」と話すが「でも皆さんの意見を聞いてから決めたい」とのこと。

＜要注目患者様＞	

・川尻　美奈子様～下痢はあると話すが食事は摂取出来ている。その他不調の訴えや確認行為なく過ごされる。					

・泉川　ケイ子様～各食全量摂取し拒薬なし。不機嫌さなく対面時穏やか。問題行動なく過ごしている。						

・中村　豊様～話し掛けの多さあるが過度ではない。トラブルもなく過ごされている。

・大江　綾子様～10:00療養環境変更のため西病棟より転入となる。昼食はホールへ離床しセッティングにて全量摂取する。不安の訴えはない。								

＜皮膚科診察情報＞
・島森　淳様～特変なし。同前処置。

・吉田　守幸様～両下肢　皮膚乾燥掻痕著明。デルモゾールDP軟膏2本処方。

・松川　順子様～漸次軽快。同前処置。ヘパリン類似物質油性クリーム1本処方。

・山谷　由香様～左手甲の表皮剥離治癒。他部特変なし。同前処置。デルモゾールDP軟膏塗布。

・工藤　和夫様～漸次軽快。同前処置。

・畑中　成夫様～①臀部軽快。⇒エキザルベ塗布。エキザルベ1本処方。
　　　　　　　　②足第一指先端に鶏眼。
3/24　スピール膏貼布。
3/27鶏眼摘除。

・船田　泰子様～特変なし。同前処置。シズタゾール（50）2T　2×1/14日分

・高橋　康満様～①右前腕　表皮剥離→テラマイシン軟膏＋ガーゼ。
②その他漸次軽快。同前処置。
タベジ―ル2T　2×1/14日分
デルモゾールOD軟膏3本
[bookmark: _GoBack]テラマイシン軟膏1本　処方。
